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　こんにちは。地域おこし協力隊の阿井伸介で
す。
　３月23日に今年初めてのペルサルーテの組
合員の皆さんの畑を廻り、にんにくの生育を
チェックし、収穫までの管理について、宇川ク
リーンファーム（猪苗代町）代表の宇川進先生か
らご指導を受ける圃

ほ

場指導会に参加させていた
だきました。
　今年になり例年に比べ寒暖の差が激しいとよ
く耳にしていたので、つどっておのまちの農園
に植えてある玉ねぎがまだ細いのはしょうがな
いんだなと自己肯定に走りつつ、ペルサルーテ
のにんにくの生育はいかがなものか？と心配し
ていました。
　しかしながら組合員の方々はさすがプロで、
どの畑も生育が良く、宇川先生も「ええあんば
いだ」を連発されていました。それでもより良
いものを収穫するべく、その後の管理の話が飛
び交います。宇川先生と組合員の皆さんの間で
“いつ頃〇〇の肥料をかけて”“今こういう施肥
をしてるんだよね”などの真剣な会話が聞こえ
てきました。ここでもさすがだなと思いつつ
も、昨年は皆さんの会話が外国語のように聞こ
えていた自分でしたが、なんとなく「このこと
を言っているのだな」とわかる部分が増えてお
り、小野町に来て一年経ったのだな、早いもの
だなと思った次第です。
　この記事が載る頃には第２回の圃場指導会が
予定されており、収穫まであと一カ月ほどと
なっていると思います。おそらく、次に私が広
報の記事を書く頃には、収穫の状況がご報告で
きるのではないでしょうか。ぜひ黒にんにくに

限らず、このように手塩にかけた小野町の野菜
を食べてみてください。
　今回はもう一つ、コロナ禍で新しい生活様式
を…、と言われ始めて早一年ほど。オンライン
という言葉が一般生活に定着し、リモートワー
クなども身近なものになりつつあるかと思いま
す。
　そこで、情報処理安全確保支援士（ややこし
い名称ですが、元は情報セキュリティスペシャ
リストと呼ばれた資格です）の国家資格を持っ
ている私から住民の皆さんに注意喚起をさせて
いただきたく思います。安全確保支援士を所管
している情報処理推進機構（IPA）では昨今、仕
事のやり取り（リモートワークなど）やコミュニ
ケーションの場としてオンラインの活用機会が
増えたことを受け、セキュリティ意識の重要性
を強調してきています。
　そこで、時間がある時に少しだけインター
ネットにつないで、「IPA　ここからセキュリ
ティ」と検索してみてはいかがでしょうか。そ
こにはパソコンやスマートフォンのウイルスに
関してもたくさん記事があり、「家族と見る」「子
供と見る」と銘打って、アニメや地方の警察署
が製作した実写動画などで、ITを使った詐欺、
ウイルス感染などを紹介しています。実際、あ
るホームページを見ただけでウイルスに感染す
るという事例も昨今では珍しくなくなっていま
す。パソコンやスマートフォンなども使い方に
よっては思いがけない危険があるという事例が
紹介されていますので、少しでも目を通してい
ただくことをおすすめします。
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